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ドイツ－ザクセン邦－のミッテルシューレにおける生物教育の比較分析
－日本の中学校における理科教科書との比較に基づいて－
 小銭　彩香※ 1　田中　賢二※ 2
要旨：ドイツ（連邦共和国）のザクセン邦におけるミッテルシューレ（通算呼称，第５～ 10 学年）に焦点を当て，
教科書を手がかりにして，教科生物の特徴を，日本の中学校の教科理科における生物分野との比較を通じて，明
らかにした。ザクセン邦では教科生物として設定しており , 日本に比べて週授業時間数が多く , 選択分野もある。
また , 人体を取り扱っており，人体分野の一部の内容には , いわば保健の内容が含まれ , ザクセン邦の週授業時間
割表から保健がないことがわかるように教科生物で取り扱っている。教科書における学習内容とページ数 , 索引
の学習分野別割合 , 人体分野の取扱いの範囲と順序に関する対比 ,DNA に関する取り扱う学年と範囲と内容の比
較などから判断すれば , 日本の中学校の理科における生物教育とは異なり , ザクセン邦の生物教育の内容が広く ,
緻密であることがうかがわれる。
キーワード：ザクセン邦，生物教育，ミッテルシューレ , 中学校 , 教科書比較
※ 1 小銭彩香（岡山大学大学院）
※ 2 田中賢二（岡山大学）
Ⅰ．はじめに
　義務教育段階の最後，前期中等教育段階において，
日本の中学校「理科」における生物教育と異なり，ド
イツでは，既に，教科「生物」を設定し生物教育が行
われている。どのような特徴があるのであろうか。
　まず , 筆者ら（小銭彩香 , 田中賢二）は日本の前期
中等教育段階の生物教育については , 過去 50 年分の
学習指導要領に基づき歴史的分析 1）を行ってきた。
　次に , 上記の観点から興味深いドイツ・ザクセン邦
のミッテルシューレ（通算呼称 , 第５～ 10 学年）に
注目し , 物理教育との比較を通して生物教育の現状分
析 , さらに旧東ドイツのオーベルシューレの学習指導
要領との比較を通して歴史的分析をも行ってきた。
　引き続き , 本稿の具体的な目的は，ドイツ・ザクセ
ン邦のミッテルシューレの教科生物と日本の中学校の
教科理科における生物分野に焦点を当て , 教科書を手
がかりにし , 生物教育の比較を行うことである。
　連邦構成 16 邦の一つ，ザクセン邦（邦都ドレスデン）
は，いわゆる旧東ドイツ地区，新編入５邦の中で，最
も人口・人口密度の大きな邦であり，面積と人口とも，
四国に，ほぼ相当している。同邦の他の独立市として
は，ドレスデンの他に，ケムニッツ，ライプツィヒな
どがある。
　本稿は，平成 23 年度日本理科教育学会近畿支部大
会（平成 23 年 11 月 26 日，大津市・滋賀大学教育学
部附属中学校）において，小銭彩香（修士論文指導
学生）・田中賢二が，口頭発表した内容を，再編・加
筆したものである。
　
Ⅱ．枠組み
　日本と違って , ドイツ連邦共和国は教育の管轄権が
邦にあることを，ザクセン邦の憲法（第 103 条）によっ
ても確認できる。
Ⅱ．１．学校制度
　ザクセン邦は , 普通教育を行う中等教育段階の学校
は２分岐し，基礎学校の最終学年，第４学年卒業後
45％が前期後期中等教育一貫の，いわば中高一貫教
育学校，中等教育学校としてのギムナジウム（８年制）
に，55％が前期中等教育段階だけの，いわば中学校
としてのミッテルシューレ（５ないし６年制）に進
んでいる（2009/10 年度）。そこで , ザクセン邦ミッ
テルシューレの生物教育を日本の前期中等教育段階
である中学校の生物教育との比較によって特徴づけ
ていくことにする。ただし , ザクセン邦の前期中等教
育段階は６年間で , 日本に比べて３年長く , 開始学年
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は５学年からで早く , 終了学年は 10 学年で遅い。
 
Ⅱ．２．週授業時間数 
　表１は前期中等教育段階に属する , ザクセン邦ミッ
テルシューレ（第５～ 10 学年）の週授業時間割表で
ある。対応して日本の中学校（第１～３学年）の週
授業時間割表は表２である。
ただし , 日本の週授業時間数は平成 24 年度完全実施
の場合の数値である。
　ザクセン邦は理科という形ではなく , 教科生物 , 教
科物理 , 教科化学で設定しているが一方 , 日本は生物・
物理・化学を教科としてではなく教科理科として設
定している。
　ザクセン邦の３教科の週授業時間数合計は６学年
で 26 であり , 日本の教科理科の週授業時間数は３学
年で 11 であり , ザクセン邦のほうが非常に多い。
　ザクセン邦ミッテルシューレの週授業時間割表と
日本の中学校の週授業時間割表における教科を５区
分（ドイツ語 / 社会科学 / 芸術：国 / 社 / 美 / 音 , 数学
/ 自然科学 , 外国語 , 技術 / コンピュータ：技術 / 家庭 , 
スポーツ：保健体育）に分類し割合を求め , 図１は帯
グラフで示している。 
　ザクセン邦も日本も教科５区分の割合の多い順が同
じである。
　ザクセン邦は日本よりドイツ語・社会科学・芸術の
割合が大きい。
ザクセン邦も日本もそれぞれ数学・自然科学 , 技術・
コンピュータ , スポーツの割合は大きな違いがない。
Ⅲ．教科書比較
Ⅲ．１．教科書の基本データ（書誌事項）
　ザクセン邦ミッテルシューレと日本の中学校の検討
資料とした教科書の概要を示せば , 表３となる。
　発行年は , 日本は３学年とも同じであるが , ザクセ
ン邦は最初に発行された年から３年間かけて６学年分
発行されている。
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Ⅲ．２．編集のスタイル
　ザクセン邦ミッテルシューレの教科生物の教科書に
おける学習内容の構成をページ数とともに示せば表４
となる。対応して日本の中学校の教科理科を示せば表
５となるが , ただし , 生物以外の内容とページ数は節
レベルにとどめている。
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　ザクセン邦は選択分野があるが , 日本には選択分野
がない。
　最初に学ぶ内容は , ザクセン邦では一般生物学であ
る「生物とは何か」, 日本では植物学である「植物の
世界」から取り扱われている。
　最後に学ぶ内容は , ザクセン邦では「生物学の本質」,
日本では「地球とわたしたちの未来のために」であり ,
共に一般生物学で終わっている。
　ザクセン邦では第７, ８学年に「人体の構造と機能」
があり , 人体を取り扱っているが , 日本にはない。
　ザクセン邦では「人体の構造と機能」,「性別 , 愛情
とパートナーシップ」,「健康と病気」の取扱いがあり ,
これらはいわば保健の内容であり , ザクセン邦の週授
業時間割表（表１）から保健がないことがわかるよう
に教科生物で取り扱っているとみなせる。
Ⅲ . ３. 比較分析
Ⅲ . ３. ① .　ページ
　ザクセン邦ミッテルシューレにおける教科生物と日
本の中学校における教科理科内の生物をそれぞれ５区
分（一般生物学 / 植物 / 動物 / 人体 / その他）にペー
ジ単位で分類し , 割合を求め実数とともに , 図２は帯
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グラフで示している。
　ザクセン邦も日本もともに一般生物学の割合が一番
大きい。
　割合の差が一番大きいのは植物分野であり , 日本の
ほうが大きい。
　日本は人体の分野が存在しない。
Ⅲ . ３. ② . 索引
　図３はページ単位でなく索引単位で５区分（一般生
物学 / 植物 / 動物 / 人体 / その他）に分類し , 図２と同
じように割合を求め実数とともに , 帯グラフで示して
いる。
　一番多い分野はザクセン邦も日本も共に動物分野
で , 二番目に多い分野は共に一般生物分野である。
　ザクセン邦は５分野の中で植物分野が一番少ない。
　図２と図３から , 分野ごとに索引のいわば , 密度に
違いがあることがわかるので , 密度に相当する単位
ページあたりの索引数を分野別に示せば表６である。
　ザクセン邦は日本より , 全体のページあたりの索引
数が多い。（2.59 ＞ 0.74）
　一般生物学分野 , 動物分野 , 植物分野のページあた
りの索引数を多い順でみるとザクセン邦も日本も共
に , 動物分野 , 植物分野 , 一般生物学分野の順で , 同
じである。
　索引数の分析によって , ザクセン邦と日本との共通
性や独自性をみていくことにしたい。
　図４はザクセン邦のみの索引 / 共通している索引 /
日本のみの索引に振り分け , それぞれを分野別に割合
を求め , ３つの帯グラフで示している。
　共通している索引では , 一番多い分野は動物分野で
ある。
　ザクセン邦のみの索引 / 共通している索引 / 日本の
みの索引では , 日本のみの索引だけ大きさの順番（ザ
クセン邦のみの索引と共通している索引：動物＞一般
＞植物 , 日本のみの索引：動物＞植物＞一般）が異な
る。
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Ⅲ . ３. ③ .　事例
　ザクセン邦の内容の広さや違いなどの事例を日本と
の比較によってみていきたい。
Ⅲ . ３. ③ . １．花・葉・茎・根
　表７はザクセン邦ミッテルシューレと日本の中学校
における植物分野内の植物の各器官に関する取扱い順
序と範囲を比較している。
 ザクセン邦は根から花の順番で , 日本は花から根の
順番で取り扱われている。
　取扱われている範囲において , ザクセン邦はすべて
の器官に８ページを費やして続けて取り扱っている
が , 日本は花から葉と , 葉から茎の学習の間には隔た
りがある。
Ⅲ . ３. ③ . ２．人体
　日本の中学校における教科理科内の生物で人体は分
野として取扱われていないが , ザクセン邦の人体分野
で取り扱われている内容と対応している部分がある。
その対応する部分は , 日本の中学校では人体の構造を
動物分野での例として取り扱われている。
　まずザクセン邦の教科生物内における人体分野の取
扱い順を流れ図であらわし , 次に日本の中学校におけ
る教科理科内の生物のザクセン邦と対応している動物
分野の取扱い順を流れ図にし , それぞれを比較した図
（対比図）が図５である。
　人体分野の取扱いの範囲は , 日本では事例として扱
われているだけなのに対して , ザクセン邦では独立さ
せており , 幅広い。
　人体分野の取扱いの順序は , ほぼ同じであるが ,「人
間の筋骨格系」と「からだが動くしくみ」の位置づ
けは異なっている。
　ザクセン邦では人間の体の構造以外に性教育や健
康と病気も取り扱われている。
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Ⅲ . ３. ③ . ３．DNA
　ザクセン邦ミッテルシューレと日本の中学校にお
いて , 一般生物学の分野内にある遺伝に関する内容か
ら , 特に DNA の取扱いかたを比較したものが表８で
ある。
　遺伝学を取り扱うページ数は , 日本よりザクセン邦
のほうが非常に多い。（約５倍）
　遺伝学を取り扱う学年において , 日本は最終の第９
学年のみであるが , ザクセン邦は引き続き第 10 学年
も取り扱っている。
　DNA の構造である二重らせん構造において , ザク
セン邦は必要に応じて学習する選択分野―総合的な
テーマにおける取扱いではなく , 日本はいわば選択的
に必要に応じて学習するという取扱いである。
　DNA の構成要素である A( アデニン ),T( チミ
ン ),C( シトシン ),G( グアニン ) はザクセン邦では選
択分野―総合的なテーマにおける取扱いでなく , 日本
はいわば選択的に必要に応じて学習するという取扱い
であり , 例えば , 日本は A,T のように記号で取り扱わ
れており , ザクセン邦はアデニン , チミンのように名
称で取り扱われている。
Ⅳ．おわりに
　ドイツ・ザクセン邦のミッテルシューレの教科生物
と日本の中学校の教科理科における生物分野とに焦
点を当て , 教科書を手がかりにし , 生物教育の比較を
行ってきた。
　ザクセン邦では理科という形ではなく , 教科生物 ,
教科物理 , 教科化学として設定しているが , 日本は生
物・物理・化学を教科としてではなく教科理科として
設定している。（表１，２）
　ザクセン邦の３教科の週授業時間数合計は６学年で
26 であり , 日本の教科理科の週授業時間数は３学年
で 11 であり , ザクセン邦のほうが非常に多い。（表１，
２）
　ザクセン邦では選択分野があるが , 日本には選択分
野がない。（表４，５）
　ザクセン邦では第７, ８学年に「人体の構造と機能」
とあり , 人体を取り扱っているが , 日本にはない。（表
４，５）
　ザクセン邦では「人体の構造と機能」,「性別 , 愛情
とパートナーシップ」,「健康と病気」の取扱いがあり ,
これらはいわば保健の内容であり , ザクセン邦の週授
業時間割表から保健がないことがわかるように教科生
物で取り扱っているとみなせる。（表４，５）
　分野別の索引数に注目すれば（ザクセン邦のみの索
引と共通している索引：動物＞一般＞植物 , 日本のみ
の索引：動物＞植物＞一般）, 日本のみの分野別索引
数の大小関係が異なる。（図４）
　人体分野の取扱いの範囲は , 日本では事例として扱
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われているだけなのに対して , ザクセン邦では独立さ
せており , 幅広い。（図５）
　DNA の構造である二重らせん構造において , ザク
セン邦は必要に応じて学習する選択分野―総合的な
テーマにおける取扱いではなく , 日本はいわば選択的
に必要に応じて学習するという取扱いである。（表８）
　教科書における学習内容とページ数 , 索引の学習分
野別割合 , 人体分野の取扱いの範囲と順序に関する
対比 ,DNA に関する取り扱う学年と範囲と内容の比
較などから判断すれば , 日本の中学校の理科における
生物教育とは異なり , ドイツ・ザクセン邦のミッテル
シューレにおける生物教育の内容が広く , 緻密である
ことがうかがわれた。
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